
Ⅰ　総務関係

１　総会・理事会
（1） 通常総会・臨時総会（必要のつど）の開催
（2） 理事会の開催
（3） 職員賞罰審査委員会の開催（必要のつど）

２　会議・研修会への参加、開催
（1） 都道府県職業能力開発協会専務理事・事務局長会議等の中央職業能力開発協会主催会議、職員研修会
　　への出席
（2） 職業能力開発協会近畿ブロック専務理事・事務局長会議への出席
（3） 関係団体主催の会議への出席

３　表彰関係
（1） 叙勲・褒章、厚生労働大臣表彰等の推薦
（2） 技能検定推進功労知事感謝等の推薦
（3） 職業能力開発推進功労・技能振興推進功労・技能検定委員功労の中央職業能力開発協会長表彰の推薦
（4） 技能検定委員永年功労者の表彰
（5） 和歌山県技能者のつどいの開催

Ⅱ　職業能力開発関係

１　会議・研修会への参加
　　中央職業能力開発協会及び関係団体主催の職業能力開発関係会議・研修会への出席
　
２　職業訓練指導員講習会（４８時間講習）の開催
　　職業訓練指導員の資質向上を図り、指導員の養成確保に資するため、厚生労働大臣が指定する講習会を、
　開催する。

　和歌山会場：11月開催（予定）
　田辺会場：２月開催（予定）

３　職業能力開発のための経験交流プラザの開催
　　職業能力開発の促進を目的に、企業の職業能力開発担当者等が一堂に会し、職業能力開発振興のための
　講演、事例発表等を行う。

４　コンピュータサービス技能評価試験
　　コンピュータを活用した各種サービスを行う人々の能力評価制度のコンピュータサービス技能評価試
　験について、ワープロ部門、表計算部門等の試験を中央職業能力開発協会と共同で実施する。

５　ビジネス・キャリア検定試験
　　職務を遂行する上で必要となる知識の習得と、実務能力の評価を行うことを目的とした公的資格試験
　（厚生労働省等が後援）で、中央職業能力開発協会と連携して試験を実施する。

和歌山県職業能力開発協会

令和５年度事業計画

自．令和５年４月　１日
至．令和６年３月３１日



Ⅲ　技能検定関係

１　会議･研修会への参加
　　技能検定水準調整会議等の中央職業能力開発協会主催の技能検定関係会議・研修会へ出席

２　技能検定試験
　　和歌山県が公示した技能検定職種（作業）について実技試験及び学科試験を実施するほか、工業高校
　等への受検環境の整備等、技能検定制度の周知・普及を図る。

○　技能検定実施日程

実技

試験
　※暑熱対応のため造園・とび職種は

　　11月5日（日）まで

　※造園・とびは11月30日（木）

　　までの間で県知事が指定する日

★は3級職種対象（ただし金属熱処理は除く）

３　基礎級等技能検定試験(随時実施）
　　外国人を対象とした技能実習制度における、研修成果の評価等に資するため基礎級や随時３級等の
　技能検定試験を随時実施する。

４　職業訓練校等との連絡会議の開催
　　職業訓練校、工業高等学校、各種学校等の在校生の技能検定３級受検を促進するため、職業訓練校等
　との連絡会議を設け情報交換を行う。

５　技能検定合格者に対するフォローアップ講習の実施
　　１級技能検定を合格した者に対し、技能検定委員による近年の技術革新等を踏まえたフォローアップ
　講習を実施する。

６　技能五輪全国大会への参加
　　青年技能者の技能水準を高めること等を目的に開催されている、技能五輪全国大会の地方予選を技能
　検定試験と同時に開催し、厚生労働省等が開催する第61回全国大会への参加を勧奨する。

第61回技能五輪全国大会
　開催日程：令和5年11月17日（金）～11月20日（月）
　競技会場：愛知県国際展示場他
　競技職種：機械組立て、曲げ板金、洋菓子製造、家具、建具、フラワー装飾、左官、電工、造園、
　　　　　　とびなどを実施予定

項 目 前 期 後 期

実 施 公 示 令 和 5 年 3 月 1 日 ( 水 ) 令 和 5 年 9 月 1 日 ( 金 )

受 検 申 請 受 付 令和 5年 4月 3日 (月 )から 令和 5年 10月 2日 (月 )から

令和 5年 9月 10日 (日 )まで 令和 6年 2月 11日 (日 )まで

令和 5年 4月 14日 (金 )まで 令和 5年 10月 13日 (金 )まで

実 施 期 間

問 題 公 表 令 和 5 年 5 月 30 日 ( 火 ) 令 和 5 年 11 月 27 日 ( 月 )

令和 5年 6月 6日 (火 )から 令和 5年 12月 4日 (月 )から

令 和 5 年 7 月 9 日 ( 日 ) ★ 令 和 6 年 1 月 21 日 ( 日 )

令 和 5 年 8 月 30 日 ( 水 ) 令 和 6 年 2 月 4 日 ( 日 )

令 和 5 年 8 月 20 日 ( 日 ) 令 和 6 年 1 月 28 日 ( 日 )
学 科 試 験

合 格 発 表

令 和 5 年 9 月 3 日 ( 日 )

令 和 5 年 8 月 25 日 ( 金 ) ★ 令 和 6 年 3 月 8 日 ( 金 )
令 和 5 年 9 月 29 日 ( 金 )

令 和 5 年 8 月 27 日 ( 日 ) 令 和 6 年 1 月 31 日 ( 水 )



７　技能グランプリへの参加
　　特級、一級及び単一等級の技能士の技能の向上を図るとともに、その地位の向上と技能尊重気運の醸
　成に資する事を目的とし中央職業能力開発協会等が開催する第32回技能グランプリへの参加を推奨する。

第32回技能グランプリ
　開催日程：令和6年2月23日（金）～2月26日（月）
　競技会場：西日本総合展示場（北九州市）他　

　競技職種：家具、建具、日本料理、かわらぶき、造園、フラワー装飾、建築大工、壁装等

８　技能検定受検者増加への取組み
　　和歌山県や関係団体の協力を得ながら、技能検定受検者増加に繋がるような技能講習会や広報活動を
　検討し、実施する。

９　和歌山県技能者のつどいの開催
　　ものづくりの現場を支えてこられた方々を表彰する「和歌山県技能者のつどい」を、和歌山県と共に
　開催し、技能の振興を図る。

10　情報・資料提供等
　　技能検定受検案内、ポスター等を関係機関に配布するほか、行政機関の広報紙等を活用した広報活動
　を推進する。



Ⅳ　受託事業関係

若年技能者人材育成支援等事業

　若者のものづくり離れ、技能離れが見られる中、若者が進んで技能者を目指す環境の整備や産業の基礎
となる高度な技能を有する技能者の育成等が課題となっており、若年技能者の人材育成、技能尊重気運の
醸成等を図ることを目的として創設された、厚生労働省の委託事業。
　本事業は、ものづくりマイスター制度を設け、当該マイスターが技能競技大会の競技課題等を活用しな
がら、広く若年技能者への実技指導を行い、効果的な技能の継承や後継者の育成を行う。
　また、技能者のスキルアップを図るとともに、技能士を活用した意識啓発事業等を行うことにより、地
域関係者の創意工夫による技能尊重気運の醸成を図る。
　なお、本事業の実施に当たっては、効果的に事業を進める観点から、地方公共団体、経済団体等地域関
係者による連携会議を設置し、推進計画を策定のうえ、地域関係者が連携・協力のもとに事業展開を図る。

（１）地域における技能振興事業
①　技能五輪全国大会の予選の実施・援助
②　卓越した技能者（現代の名工）の表彰制度紹介コンテンツ作成支援

（２）ものづくりマイスターの認定、登録に関する業務
①　ものづくりマイスターの開拓
②　ものづくりマイスターへの説明
③　申請書類の取りまとめ
④　ものづくりマイスターに対する研修

（３）ものづくりマイスターの活用に係る業務
①　若年技能者の人材育成に係る相談・援助
②　ものづくりマイスターの派遣による実技指導の実施
③　若者に対する「ものづくりの魅力」発信
④　小中学校等の児童・生徒に対する「ものづくりの魅力」発信
⑤　熟練技能者等による派遣指導及び「ものづくりの魅力」発信

（４）地方公共団体、経済団体等との連携会議の開催


